
奈良町の
町並み保存と景観の誘導のための

補助金のご案内

奈良市

修景事業

歴史的でない建物等の
外観が周囲のまちなみに

調和するよう整備

修理事業

歴史的な建造物の外観を
維持・保存することを

目的として修理

景観にあう
門を新設

窓に格子を
設置

歴史的建造物の
傷んだ部分を

修理

歴史的ではない
部分を撤去し

昔の姿にもどす



歴史的風致形成建造物保存整備事業補助金（修理事業）

対象となる
建造物

奈良町及び奈良公園地区内の歴史的風致形成建造物のうち、道路に
面しているもの
※奈良市の歴史的風致を維持・向上させる建物であれば、

町家以外も含まれます
※歴史的風致形成建造物でない建物が補助を受けるには、
別途歴史的風致形成建造物指定のための手続きが必要です。

対象事業
• 外観の歴史的な部分の仕様・形状を変更せず実施する修理
• 建築後に改修された非歴史的な部分を、痕跡や記録等に基づき調

査し、伝統的な外観に復原する修理

補助率 補助対象経費の80%（上限1,000万円）

申請できる人
• 建造物の所有者
• 建造物を借りて事業をする者 ※所有者の同意が必要

おもな条件 • 修理内容が基準を満たすこと

都市景観形成地区建造物保存整備事業費補助金（修景事業）

対象となる
建造物

奈良町都市景観形成地区内の伝統的でない建物および工作物（門・
塀など）のうち、道路に面しているもの
※新築も含みます

対象事業
歴史的でない建物等の外観が周囲のまちなみに調和するよう整備す
る事業（修景事業）

補助率 補助対象経費の50％（上限800万円）

申請できる人
• 所有者
• 建物等を借りて事業をする者 ※所有者の同意が必要

おもな条件 • 修景内容が基準を満たすこと

歴史的風致形成建造物の指定手続きについては、
奈良市ホームページでもご案内しています。

奈良町の町並み保存と景観の誘導のための補助金制度には、次の２種類があります。
それぞれ対象となるエリアや建造物の条件が異なります。

補助制度の概要

https://www.city.nara.lg.jp/site/naramachi/9346.html
ページID:0225199



対象エリア

補助金交付までの流れ

事前相談

事業内容の調整

意見聴取(奈良市教育委員会など）

（必要に応じて内容を再検討の上）応募

交付申請

事業実施

完了検査・補助金の交付

事
業
実
施
前
年
度

事
業
実
施
年
度

6月末まで

8月末まで

8月中旬まで

8月上旬まで

2月末日まで

事業完了後

交付決定（事業着手可能になります）

（歴史的風致形成建造物保存整備事業のみ）
歴史的風致形成建造物指定手続き 10月～2月

交付申請前協議 4月

都市景観形成地区
建造物保存整備事業費
補助金（修景事業）
対象エリア

歴史的風致形成建造物
保存整備事業補助金
（修理事業）
対象エリア

完了報告 3月上旬まで

交付申請後
1か月程度

事業内容確定後

事業実施の
前の年に相談する
必要があります!



補助金を申請いただけるのは、着手前の事業のみです。
すでに工事が完了している場合、事後申請はできません。

補助対象となるのは建物のうち、広く一般公衆から見える部分のみです。
内装工事等建物内部に関するものや道路から見えない建物に対する事業は
対象になりません。

外観の修理工事が終わった後にこの補助金の存在を知りました。
今から申請できますか?

お問い合わせ先
〇奈良市 観光経済部 観光戦略課 （申請手続き全般）

メール:hojokin-syurisyukei@city.nara.lg.jp TEL:0742-34-5609

〇奈良市 教育部 文化財課（意匠など補助事業の内容に関すること）
TEL:0742-34-5369

修景補助 修理補助

どの部分の工事が対象となりますか?

詳しくはホームページを
ご確認ください!

よくあるご質問

補助対象となるのはどんな工事ですか?

募集要項に掲載している修理基準・修景基準をご確認ください。
修景基準

修理基準
• 外観の仕様・形状を変

更しない修理（現状維
持修理）

• 伝統的な外観に復原す
る修理（復原修理）


